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Ⅰ 新技術の解説

１ 要旨

 出穂時にイネの主茎には、止葉を含めて5～6枚の葉がある。下位葉にある病斑が出穂時に胞子を飛ば

して穂いもち感染源になるどうかをDNAフィンガープリントで検討した。その結果、止葉を含む上位5
葉の病斑が穂いもち感染源となりうることを確認した。

（１）  葉位ごとにDNAフィンガープリントパターン（FPP）が異なる菌株を接種した。接種イネ株で発生し

た穂いもちから分離した菌株のFPPを比較し、どの葉位の病斑から飛んできた胞子が感染源になったか

を調べた（図1、図2）。

（２）  止葉を含む上位5葉に接種した菌株と同じFPPを持つ菌株が、穂いもち病斑から分離された(表1)。

２ 期待される効果

現行の穂いもち防除体系を見直すための基礎的な資料となる。

３ 適用範囲

試験研究

４ 普及上の留意点

各葉位いもち病斑穂いもち感染源としての量的な把握が必要である。
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